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問

財政健全化判断比率
毎年度、資金繰りの危険度や実質的な将来負担などに係る指標を公表しています。
いずれの数値も危険水準を下回っています。

一般会計の町債残高
　町の借金残高の推移です。令和７年度末の残高は、
１０８億９,６０９万円となりました。

特別会計
　特定の収入を基に特定の事業を行う
「特別会計」の決算状況です。

一般会計の基金残高
　町の貯金残高の推移です。令和７年度末の残高は、
５３億８,６６６万円となりました。

令和７年度の財政健全化判断比率　(単位：％)

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

健全化判断比率
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※　赤字額がない場合、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」と表示します。
※　将来負担比率については、算定されない場合「―」と表示します。

歳入
167億7,083万円

歳出
159億444万円

町税
５9億8,675万円

民生費
66億2,306万円

教育費
33億2,347万円

衛生費
8億4,873万円

総務費
18億3,125万円

公債費
10億6,788万円

土木費
12億585万円

国庫支出金
32億758万円

地方交付税
18億9,678万円

町債
11億4,860万円

県支出金
11億3,611万円

地方消費税交付金
8億6,250万円

繰越金
4億3,208万円

その他
21億42万円

消防費
5億5,031万円

その他
4億5,389万円

●小・中学校屋内運動場空調設備整備事業
 ３億３,１７０万円

　全小・中学校の屋内運
動場（体育館）で、夏季
の熱中症予防及び避難所
としての環境向上を図る
ため、空調設備の整備を
行いました。

●人権尊重まちづくり推進事業
 ５３７万円

　人権が尊重され、多様
性を認めあう社会の実現
に向けて、人権施策を総
合的に推進するため、計
画の策定や、人権推進室
及び人権相談専用ダイヤ
ルの設置を行いました。

●東部コミュニティセンター整備事業
 ４億６,９４１万円

　令和６年度から移転建
替え工事に着手し、令和
８年３月に完成しました。

●「こどもの権利条例（仮称）推進」事業
 １１９万円

　子どもの権利を大切にする
町をつくるため、こども会議
を開催するなどして、「播磨
町いきる・そだつ・まもる・
こどもの権利条例」を制定し
ました。

●幼稚園給食配膳室整備事業
 １億２,３２８万円

　令和８年度から播磨幼
稚園と蓮池幼稚園で給食
を実施するため、配膳室
を整備する工事を行いま
した。

　総合福祉センターの改
装等を行い、令和８年２
月に「児童発達支援セン
ターまにまに」を開設し
ました。

●播磨町児童発達支援センター開設事業
 ２,４９０万円

会       計        名 歳 入 歳 出

特
別
会
計

国民健康保険事業
財産区
介護保険事業
後期高齢者医療事業

33億   318万円
12億6,795万円
32億3,514万円
6億3,559万円

32億5,972万円
2,474万円

31億4,873万円
6億1,758万円
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決算概要

56億2,754万円 53億8,666万円

108億9,609万円

計画策定の趣旨

　播磨町では、世界人権宣言及び日本国憲法の理念の下、全ての人がお互いの人権を尊重し、多様性を認
め合う社会の実現を目指し、「播磨町人権尊重のまちづくり条例」を制定しました。
　同条例の施行を受け、人権尊重のまちづくりを推進していくために、本計画を策定します。

　全ての町民等が、不当な差別や偏見にさらされることなく、一人ひとりの人権が尊重され、自分らしく
生きることのできるまちの実現を目指します。

計画の体系

差別や偏見をなくし、全ての人の人権が尊重され、
誰もが自分らしく生きることのできる播磨町の実現

目指す将来
像

計画の期間

　計画期間は、令和８（2026）年度から令和12（2030）年度の５年間です。
　なお、社会情勢の変化や人権を取り巻く環境の変化に応じ、必要に応じて見直しを行います。

本計画の推進とＳＤＧｓ

　「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指すＳＤＧｓの理念は、人権尊重のまちづく
り条例の理念とも深く関連しています。
　本計画においても、目指す方向性を同じくするＳＤＧｓの理念及び内容を踏まえながら、取組を推進して
いきます。

計画の位置づけ

　本計画は、人権尊重のまちづくり条
例第８条に基づく「人権施策を推進す
るための計画」です。
　策定にあたっては、国・兵庫県の計
画や指針を踏まえるとともに、町の関
連計画との連携・整合を図っています。

播磨町総合計画

播磨町人権尊重のまちづくり条例

播磨町人権尊重のまちづくり推進計画
〈本計画〉

播磨町男女共同参画プラン
播磨町地域福祉計画
はりまこども・若者みらいプロジェクト
播磨町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画
播磨町障害者計画
播磨町教育振興基本計画 等

国

人権教育・啓発に
関する基本計画
〈第二次〉

県

兵庫県人権教育
及び啓発に関する
総合推進指針

関
連
計
画

重点施策　播磨町人権尊重のまちづくり条例の効果的な推進

分野横断的な施策の推進

人権尊重のまちづくり条例の
周知・情報発信

人権教育の推進

不当な差別的取扱いの
解決に向けた体制の充実

協働による人権尊重のまちづくり
の意識と機運の醸成

1

1

人権相談・支援体制の充実3

関係機関・関係団体
との協働4

人権啓発の推進と
学習機会の提供2

インターネット上の
人権侵害に対する取組5

様々な人権課題についての取組の推進

（１）ジェンダー平等

（２）こども

（３）高齢者

（４）障がい者

（５）部落差別（同和問題）

（６）外国人

（７）感染症の患者等

（８）性的マイノリティの人々

（９）その他の人権課題

2 3

アイヌの人々、ハンセン病患者・元患者及びその家族、
刑を終えて出所した人等、犯罪被害者及びその家族、
北朝鮮当局によって拉致された被害者等
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